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曲 目 解 説 真中 雄 大

●ビアクニ重奏曲 第1番 ハ短騎 op0
ショスタヨータィ,(1弧 -lpわ)A セ 7ノ=〔業mセ 2回舞した こり奇l rrま作
品奇,カネすようi=者書きめ作品で 1盟 年8, =た レ!ン /ラーFittkり 学生時代
にlT BIごれている 単 rlショスタコーブィ,は 1塑 年に■4Eをtく して涯】的に困0し
ていた 母 4tり献イ的な,あ や白,の アル′(イト ま た音率院長グラ/ノ フの経助など力(

あって告本を提けること力【てきたのた力【 無声求百の伴葉て,こ 大卜なを11"わっていた
てついなで胡れたクリ 7ヽ地 方て″―′フレンドとなる,,ア ) グ リrr iラ,と ちり合
い モ こて創“されて'チ ,ナ に撃げうれた

■―率■て4カれておめ ヽや長い常大部力らアレグ,りi部に移り ,― /で終ヽ する
というツチタ形式を無っている力ヽ rt実な主四水,I口 ″らブ,イオリンに受1韓"【れる
■と ,マ ンカFttttrrる「‖となっている ビアク部分″fや,確頓たったこと力う"予
のティーシチェンgヵ【打駈 現在1とそのほが,い られている

0チ ェロ ツチタ ニ短顧 0●40
ブ,ウ ″転投刊の対4に なったは'「 よツェンスタリマクベス実人JⅢ  夕 レヽエ青姿
「叫るい小"は り後 lC 4■じ月"ら 0,t,1す てレ=ン グラードで「山=れた峨一り,‐
Eツ チタ(あ な 作 H“鞭式の期 ヒや新しい■3を 離束する上てり,新 た■ま力【F,4ま い
ショスタコーブィ,,1初 印のモ′=ズ ム的な■ま力ら 々 軍山第0密などに代表されるF
様的なおまへの口"を 目"し たこと,ま明ら力であり ま たそういった形式り,て Flうり旧
it市 立する渋,お 誤t示度するひとつの形(tあ った ま加体崚を■っていたショスタ
」―ヴ“チリもとに ス トラア″'ア リクスロI家回のメン本一で以前力ら線 りうぅた
チェリスト タ′1ツキーが刑れ ノ)夕の「山をR輌 したと,え られている
か1率ヽ:アレタロ ノン トロッⅢ =紅田 44抽子

ま密ホsIう肘加なお1主四カ,‐ ,(■ Ⅲ やオて■イLヤヽ門いをはヽたが2■
砥力(ビ,″おらチェロに2,誰 が“ていく り 文ミック″匠ll価"う 料夕=四
りみによる,,■断を控て 月,吉Jをイナ,た ,ェ ,によってラ″まの■逆lr進血
が」―″t形成する
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任めて独和"て オ気が破革する茉= チ ェロの刻↓ようとま聖とビアクのとり
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初渡された 「変■沌力う帝Jて の大成功て 見 イに名十をコ担することになる モ のビ在
第二次世,大 熙オ効発 ツ タィエトじと ラヽーリ攻客にさらさllた シ ョスタコータィチ
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